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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　供給設備から供給される資源を消費する複数の消費機器の夫々の優先度を示す優先度情
報を記憶する記憶部と、
　前記複数の消費機器による前記資源の消費量の計測結果を示す計測情報を受信し、前記
計測情報に基づいて前記資源の需要の調整量を算出し、前記調整量及び前記優先度情報に
基づいて、前記複数の消費機器の中から、前記資源の消費量を削減する需要調整制御の対
象である複数の制御対象機器を選択し、前記需要調整制御を指示する第１制御指令を、前
記複数の制御対象機器を含む需要家設備へ送信し、前記第１制御指令を示す実績情報を前
記記憶部へ保存する演算部と、
　前記需要家設備に設けられ、前記第１制御指令を受信し、前記第１制御指令に基づいて
前記需要調整制御を実行する制御部と、
　前記需要家設備に設けられ、需要家による第１操作を受け付け、前記第１操作に応じて
、前記複数の制御対象機器の優先度の変更を要請するための第１要請情報を前記演算部へ
送信する入力部と、
を備え、
　前記演算部は、前記複数の消費機器の中から前記優先度が高い順に前記複数の制御対象
機器を選択し、前記第１要請情報を受信した場合、前記優先度情報における前記複数の制
御対象機器の優先度を減少させる、
需要調整システム。
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【請求項２】
　前記入力部は、前記需要家による第２操作を受け付け、前記第２操作に応じて、前記需
要調整制御の解除を要請するための第２要請情報を前記演算部へ送信し、
　前記演算部は、前記第２要請情報を受信した場合、前記第２要請情報及び前記実績情報
に基づいて前記複数の制御対象機器を特定し、前記需要調整制御の解除を示す第２制御指
令を前記制御部へ送信し、
　前記制御部は、前記第２制御指令を受信し、前記第２制御指令に基づいて前記需要調整
制御を解除する、
請求項１に記載の需要調整システム。
【請求項３】
　前記入力部は、前記第１操作を受け付けることを表示し、前記第１操作に応じて前記第
１要請情報を前記演算部へ送信し、
　前記制御部は、前記需要調整制御の実行を前記入力部へ通知し、
　前記需要調整制御の実行中、前記入力部は、前記第２操作を受け付けることを表示し、
前記第２操作に応じて前記第２要請情報を前記演算部へ送信する、
請求項２に記載の需要調整システム。
【請求項４】
　前記演算部は、前記優先度情報における前記複数の制御対象機器の優先度を減少させて
から所定時間が経過した場合、前記優先度情報における前記複数の制御対象機器の優先度
を増加させる、
請求項３に記載の需要調整システム。
【請求項５】
　前記優先度情報は、前記需要家の識別情報と前記複数の制御対象機器の夫々の識別情報
と前記複数の制御対象機器の夫々の優先度との対応付けを含み、
　前記実績情報は、前記需要家の識別情報と前記複数の制御対象機器の識別情報と前記第
１制御指令との対応付けを含み、
　前記第１要請情報は、前記需要家の識別情報を含み、
　前記演算部は、前記第１要請情報及び前記実績情報に基づいて前記複数の制御対象機器
を特定し、前記優先度情報における前記複数の制御対象機器の優先度を変更する、
請求項４に記載の需要調整システム。
【請求項６】
　前記優先度情報は、時間帯毎の優先度を含み、
　前記実績情報は、前記第１制御指令の時刻を示す情報を含み、
　前記演算部は、前記第１要請情報及び前記実績情報に基づいて前記複数の制御対象機器
と前記第１制御指令の時間帯とを特定し、前記優先度情報における前記複数の制御対象機
器の前記特定された時間帯の優先度を変更する、
請求項５に記載の需要調整システム。
【請求項７】
　前記演算部は、前記第１要請情報に基づいて前記需要家を特定し、前記実績情報に基づ
いて前記需要家に対する最新の制御指令を選択し、前記選択された制御指令の対象の消費
機器と前記選択された制御指令の時間帯とを認識し、前記優先度情報における前記認識さ
れた消費機器の前記認識された時間帯の優先度を変更する、
請求項６に記載の需要調整システム。
【請求項８】
　前記需要家設備に設けられ、前記複数の制御対象機器の一つである特定機器に予め対応
付けられており、前記需要家による第３操作を受け付け、前記第３操作に応じて、前記特
定機器の優先度の変更を要請するための第３要請情報を前記演算部へ送信する特定機器入
力部を更に備え、
　前記演算部は、前記第３要請情報を受信した場合、前記第３要請情報及び前記実績情報
に基づいて前記特定機器を特定し、前記優先度情報における前記特定機器の優先度を変更
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する、
請求項７に記載の需要調整システム。
【請求項９】
　前記特定機器入力部は、前記需要家による第４操作を受け付け、前記第４操作に応じて
、前記特定機器の需要調整制御の解除を要請するための第４要請情報を前記演算部へ送信
し、
　前記演算部は、前記第４要請情報を受信した場合、前記第４要請情報及び前記実績情報
に基づいて前記特定機器を特定し、前記特定機器の需要調整制御の解除を示す第３制御指
令を前記制御部へ送信し、
　前記制御部は、前記第３制御指令を受信し、前記第３制御指令に基づいて前記特定機器
の需要調整制御を解除する、
請求項８に記載の需要調整システム。
【請求項１０】
　前記資源は電力である、
請求項１乃至９の何れか一項に記載の需要調整システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、資源の需要を調整する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電力の需要を管理するＤＳＭ（Ｄｅｍａｎｄ　Ｓｉｄｅ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）が知
られている。例えば、複数の負荷を有する需要家設備において、稼働している負荷の使用
電力が使用可能な電力を上回る場合に、負荷の使用電力が使用可能な電力を下回るまで、
稼働中の負荷を優先順位の低いものから順番に選択して遮断すると共に、負荷の使用電力
が使用可能な電力を上回らないように、遮断された負荷を優先順位の高いものから順番に
選択して回復させる技術が知られている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１２５２９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　需要家設備内の複数の機器の優先順位が適切でなくなった場合、需要家が複数の機器の
夫々を指定して優先順位を変更する必要があるため、需要家の負担が大きくなる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明の一態様である需要調整システムは、供給設備から
供給される資源を消費する複数の消費機器の夫々の優先度を示す優先度情報を記憶する記
憶部と、複数の消費機器による資源の消費量の計測結果を示す計測情報を受信し、計測情
報に基づいて資源の需要の調整量を算出し、調整量及び優先度情報に基づいて、複数の消
費機器の中から、資源の消費量を削減する需要調整制御の対象である複数の制御対象機器
を選択し、需要調整制御を指示する第１制御指令を、複数の制御対象機器を含む需要家設
備へ送信し、第１制御指令を示す実績情報を記憶部へ保存する演算部と、需要家設備に設
けられ、第１制御指令を受信し、第１制御指令に基づいて需要調整制御を実行する制御部
と、需要家設備に設けられ、需要家による第１操作を受け付け、第１操作に応じて、複数
の制御対象機器の優先度の変更を要請するための第１要請情報を演算部へ送信する入力部
と、を備え、演算部は、第１要請情報を受信した場合、第１要請情報及び実績情報に基づ
いて複数の制御対象機器を特定し、優先度情報における複数の制御対象機器の優先度を変
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更する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の一態様によれば、需要家は簡単な操作により、機器の需要調整制御の優先度を
容易に変更することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の実施例の電力需要調整システムの構成を示す。
【図２】優先度データベース０１０４の一例を示す。
【図３】実績データベース０１０６の一例を示す。
【図４】親機による表示の一例を示す。
【図５】子機による表示の一例を示す。
【図６】要請情報の一例である。
【図７】優先度変更処理を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施例について図面を用いて説明する。
【０００９】
　図１は、本発明の実施例の電力需要調整システムの構成を示す。
【００１０】
　本実施例では、本発明を適用した電力需要調整システムについて説明する。なお、本発
明は、電力だけでなく、ガスや水道等、供給設備から需要家設備へ供給される資源の需要
を調整するシステムに適用されても良い。本実施例の電力需要調整システムは、演算装置
０１００、需要家設備０１２０を有する。
【００１１】
　演算装置０１００は、例えばコンピュータにより実現される。このコンピュータは例え
ば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、メモリ、バス、ハー
ドディスク等を有する。ＣＰＵにより実行されるプログラムは、コンピュータ読み取り可
能な媒体に格納され、その媒体からコンピュータへインストールされても良い。演算装置
０１００は、起動判定部０１０１、調整量算出部０１０２、機器選択部０１０３、優先度
データベース０１０４、指令出力部０１０５、実績データベース０１０６、タイマ部０１
１４を有する。演算装置０１００は、１台のコンピュータに限定されるものではなく、複
数のコンピュータであっても良い。このとき、演算装置０１００の各部は、複数のコンピ
ュータのいずれに設けられても良い。
【００１２】
　需要家設備０１２０は、需要家が保有する設備である。需要家設備０１２０は、制御部
０１０７、入力部０１１２、設備機器０１０８、電力線０１０９、電力設備０１１０、計
測装置０１１１を有する。需要家設備０１２０は、家庭、ビル、工場、地域等である。
【００１３】
　設備機器０１０８（ａ）、０１０８（ｂ）、０１０８（ｃ）は、一般家庭の電気温水器
や空調機等の家電品や、事務所ビルのパッケージエアコン、工場の工作機械等、電力で動
作する機器である。以下の説明において設備機器０１０８（ａ）、０１０８（ｂ）、０１
０８（ｃ）のように、数字の後に続くアルファベットによって要素を区別する必要がない
場合、アルファベットを省略することがある。設備機器０１０８は、電力線０１０９から
電力を受電し動作する。本実施例では設備機器０１０８が３台存在する例を示しているが
、台数は３台に限ることはない。なお、本発明を他の資源の需要調整システムに適用する
場合、設備機器０１０８は当該資源を使用して動作する機器である。
【００１４】
　電力線０１０９は、設備機器０１０８へ電力を供給する設備であり、例えば電力系統の
配電線や、住宅宅内の配線、ビル内の配線、工場内の配線など、電力を搬送する全ての設
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備がこれに相当する。なお、本発明を他の資源の需要調整システムに適用する場合、電力
線０１０９の代わりに、当該資源を搬送する搬送設備が用いられる。
【００１５】
　電力設備０１１０は、例えば、電力系統の配電用変電所や、住宅の分電盤、ビルの分電
盤、工場の分電盤など、電力線０１０９に付帯する設備である。電力設備０１１０は、電
力系統に接続され、電力系統から電力を供給される。なお、本発明を他の資源の需要調整
システムに適用する場合、搬送設備に付帯する設備である。なお、一つの電力設備０１１
０に対し、電力線０１０９を介して複数の需要家設備０１２０が接続されていても良い。
【００１６】
　計測装置０１１１は、ネットワークを介して演算装置０１００に接続されている。この
ネットワークは例えば自動検針用のネットワークである。計測装置０１１１は、電力設備
０１１０による電力負荷の大きさを計測し、計測値（計測情報）を演算装置０１００へ送
信する。計測装置０１１１は、例えば電力計である。なお、本発明を他の資源の需要調整
システムに適用する場合、計測装置０１１１は、当該資源の流量や圧力等、使用量に関す
る値を計測する設備である。
【００１７】
　以降では、演算装置０１００の各部について詳細に説明する。
【００１８】
　起動判定部０１０１は、ネットワーク経由で計測装置０１１１の計測値を受信し、電力
設備０１１０の電力需要を抑制するか否かを判定する。この判定において起動判定部０１
０１は、例えば計測装置０１１１からの計測値と、予め定められた計測閾値を比較する。
そして、計測値が計測閾値を上回る場合、起動判定部０１０１は、計測装置０１１１の識
別情報及び計測値と、現時点の曜日を示す曜日情報と、現時点の時刻を示す時刻情報とを
、調整量算出部０１０２へ出力する。
【００１９】
　調整量算出部０１０２は、起動判定部０１０１から、計測装置０１１１の識別情報及び
計測値、曜日情報、及び時刻情報を取得する。また、調整量算出部０１０２は、予め設定
された電力設備０１１０の設備容量を記憶する。なお、電力設備０１１０の設備容量は、
外部の記憶装置に記憶されていても良い。調整量算出部０１０２は、計測装置０１１１の
計測値と、電力設備０１１０の設備容量の値とから、電力需要の調整量を算出する。例え
ば、調整量算出部０１０２は、計測装置０１１１の計測値と、電力設備０１１０の設備容
量の値との差分を電力需要の調整量として算出する。そして、調整量算出部０１０２は、
電力需要の調整量と、起動判定部０１０１から取得した曜日情報及び時刻情報とを、機器
選択部０１０３へ出力する。
【００２０】
　機器選択部０１０３は、調整量算出部０１０２から、電力需要の調整量と、曜日情報と
時刻情報を取得する。そして、機器選択部０１０３は、電力需要の調整量と、優先度デー
タベース０１０４とから、設定変更の対象となる設備機器０１０８を選択する。
【００２１】
　図２は、優先度データベース０１０４の一例を示す。
【００２２】
　優先度データベース０１０４は、項目として、番号０２０１、需要家ＩＤ０２０２、機
器ＩＤ０２０３、消費電力０２０４、曜日０２０５、時間帯０２０６、優先度０２０７を
有する。番号０２０１は優先度設定のレコードの番号であり、１からの通し番号である。
需要家ＩＤ０２０２は、当該優先度設定の対象となる需要家に割り振られた番号であり、
電力需要調整システム内でユニークな番号である。機器ＩＤ０２０３は、当該優先度設定
の対象となる設備機器０１０８に対して割り振られた番号であり、需要家設備０１２０内
でユニークな番号である。つまり、設備機器０１０８は、需要家ＩＤ０２０２と機器ＩＤ
０２０３の組合せにより特定される。消費電力０２０４は、需要家ＩＤ０２０２と機器Ｉ
Ｄ０２０３で特定される対象の設備機器０１０８の消費電力（ｋＷ）の代表値である。曜
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日０２０５は、当該優先度設定の対象の曜日であり、月・火・水・木・金・土・日の何れ
かを示す。なお、曜日０２０５は、平日と休日等、他の形態であってもよい。時間帯０２
０６は、当該優先度設定の対象の時間帯であり、１時間刻みの時間幅を有する。なお、時
間帯０２０６は、３０分刻みなど、他の時間幅を有していてもよい。つまり、消費電力０
２０４は、曜日０２０５と時間帯０２０６の組合せで特定される時刻において、需要家Ｉ
Ｄ０２０２と機器ＩＤ０２０３の組合せで特定される設備機器０１０８の代表的な消費電
力を示している。
【００２３】
　優先度０２０７は、機器選択部０１０３が電力設備０１１０の過負荷状態を解消するた
めに消費電力を減少させる設備機器０１０８を選択する際に用いられる。優先度０２０７
は、設備機器０１０８の消費電力が演算装置０１００により制御されたときの快適性への
影響に基づき、需要家により設定されることが可能である。例えば、設備機器０１０８の
消費電力が演算装置０１００により制御されても快適性への影響が小さい場合、優先度０
２０７が大きい値に設定され、快適性への影響が大きい場合、優先度０２０７が小さく設
定される。なお、本実施例の優先度０２０７は、５段階（５，４，３，２，１）で示され
ている。設備機器０１０８の優先度０２０７の値が大きいほど、その設備機器０１０８が
優先して選択される。なお、優先度は５段階に限る必要はない。
【００２４】
　機器選択部０１０３は、優先度データベース０１０４から、調整量算出部０１０２から
取得した曜日情報と時刻情報に一致するレコードを抽出する。そして、機器選択部０１０
３は、抽出したレコードを、優先度０２０７の値が大きい順にソートする。そして、機器
選択部０１０３は、ソートされた順にレコードの消費電力０２０４を加算することにより
消費電力合算値を算出し、消費電力合算値が電力需要の調整量の大きさを始めて超えるレ
コードまでを選択し、選択されたレコードに記録された需要家ＩＤ０２０２と機器ＩＤ０
２０３を記憶する。そして、機器選択部０１０３は、記憶した需要家ＩＤと機器ＩＤを指
令出力部０１０５へ出力する。
【００２５】
　指令出力部０１０５は、機器選択部０１０３から取得した需要家ＩＤと機器ＩＤにより
設備機器０１０８を特定し、この設備機器０１０８に対する制御指令を生成し、この制御
指令を制御部０１０７へ出力する。そして、指令出力部０１０５は、制御部０１０７へ出
力した制御指令の内容を実績データベース０１０６へ記録する。
【００２６】
　図３は、実績データベース０１０６の一例を示す。
【００２７】
　実績データベース０１０６は、項目として、番号０３０１、日付０３０２、曜日０３０
３、時間帯０３０４、需要家ＩＤ０３０５、機器ＩＤ０３０６、制御内容０３０７である
。番号０３０１は制御指令の実績のレコードの番号であり、１からの通し番号である。日
付０３０２、曜日０３０３、時間帯０３０４は、指令出力部０１０５が制御部０１０７へ
当該制御指令を出力した日付、曜日、時間帯を夫々格納する。需要家ＩＤ０３０５と機器
ＩＤ０３０６は、当該制御指令による制御対象の設備機器０１０８を特定する値である。
制御内容０３０７は、当該制御指令の制御内容であり、ここでは一例として停止（ＯＦＦ
）を記録している。なお、制御内容０３０７は、当該制御対象の設備機器０１０８の消費
電力を減少させるための他の内容であっても良い。例えば、当該制御対象の設備機器０１
０８が空調機である場合、制御内容０３０７は、冷房の温度を上昇させるための、又は暖
房の温度を低下させるための、設定温度を示していても良い。また、当該制御対象の設備
機器０１０８が照明である場合、制御内容０３０７は、明るさを低下させるための、明る
さを示していても良い。実績データベース０１０６は、これらの項目について、指令出力
部０１０５が制御部０１０７へ出力する制御指令毎のレコードを、出力された順に記録す
る。
【００２８】
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　ここでは、需要家設備０１２０の各部について説明する。
【００２９】
　制御部０１０７は、ネットワークを介して指令出力部０１０５に接続されており、指令
出力部０１０５から制御指令を受信する。このネットワークは、例えばインターネットで
ある。制御部０１０７は、需要家ＩＤ及び機器ＩＤの組合せと、設備機器０１０８との紐
づけ情報を予め記憶する。制御部０１０７は、制御指令により指定された需要家ＩＤ及び
機器ＩＤの組合せと、紐付け情報とにより、制御対象の設備機器０１０８を特定する。そ
して、制御部０１０７は、制御指令により指定された制御内容に従って、制御対象の設備
機器０１０８を制御する。例えば、制御内容が停止（ＯＦＦ）である場合、制御対象の設
備機器０１０８を停止（ＯＦＦ）する。
【００３０】
　制御部０１０７の処理により、設備機器０１０８の消費電力が減少し、電力線０１０９
の送電量が減少し、電力設備０１１０に加わる負荷が軽減される。また、演算装置０１０
０は、優先度が高い設備機器０１０８ほど優先して制御するため、需要家へ与える快適性
への影響は小さくなる。
【００３１】
　しかし、設備機器０１０８の制御により需要家が感じる快適性への影響の大きさは、時
刻や需要家の置かれている事情により大きく変化するものであり、優先度データベース０
１０４に記録された優先度の値が実態に即さないケースも考えられる。このような場合、
以下に示す入力部０１１２により設備機器０１０８の制御を変更することができる。
【００３２】
　入力部０１１２は、設備機器０１０８の制御により需要家の快適性が損なわれた場合に
、需要家が優先度データベース０１０４に記録された優先度の値を更新するための入力端
末である。入力部０１１２は、需要家から入力操作を受けると、入力操作に基づく要請情
報をネットワーク経由で優先度変更部０１１３へ送信する。一つの需要家設備０１２０に
複数の入力部０１１２が設けられていても良い。本実施例では、一つの需要家設備０１２
０内の複数の入力部０１１２の一つである入力部０１１２（ａ）を親機とし、他の入力部
０１１２（ｂ）を子機とする。なお、一つの需要家設備０１２０に入力部０１１２（ａ）
だけが設けられていても良い。
【００３３】
　本実施例において、入力部０１１２（ａ）は制御部０１０７と共に設けられ、入力部０
１１２（ｂ）は設備機器０１０８（ａ）と共に設けられている。なお、入力部０１１２（
ａ）は制御部０１０７に含まれていても良く、入力部０１１２（ｂ）は設備機器０１０８
（ａ）に含まれていても良い。制御部０１０７及び入力部０１１２（ａ）は、家庭エネル
ギー管理システムや工場エネルギー管理システム等のエネルギー管理システムにより実現
されても良い。入力部０１１２（ｂ）は、設備機器０１０８（ａ）への入力や設備機器０
１０８（ａ）の状態の表示等を行っても良い。
【００３４】
　図４は、親機による表示の一例を示す。
【００３５】
　本実施例の入力部０１１２は、入力及び表示のためのタッチパネルを有する。なお、入
力部０１１２は、キー及びディスプレイ等、タッチパネル以外のＨＭＩ（Ｈｕｍａｎ　Ｍ
ａｃｈｉｎｅ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を有していても良い。入力部０１１２（ａ）は、親
機モニタ画面０４０１を表示する。親機モニタ画面０４０１は、全制御解除ボタン０４０
２と、全優先度変更ボタン０４０３とを有する。全制御解除ボタン０４０２は、当該需要
家の設備機器０１０８に対して、需要家設備０１２０内の設備機器０１０８に対して実行
中の全ての制御の解除を受け付けることを示し、その解除のために需要家によりタッチさ
れるボタンである。例えば、入力部０１１２（ａ）が需要家による全制御解除ボタン０４
０２のタッチ（第２操作）に応じて要請情報（第２要請情報）を演算装置０１００へ送信
すると、演算装置０１００は、当該需要家設備０１２０内の設備機器０１０８に対して実
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行中の全ての制御を中止する。この処理を含む制御変更処理については後述する。これに
より、当該需要家設備０１２０内の設備機器０１０８の全ての制御を解除することができ
る。全優先度変更ボタン０４０３は、以降の演算装置０１００による電力需要調整制御に
おける制御対象の選択において、当該需要家設備０１２０内の設備機器０１０８の優先度
を低く変更することを受け付けることを示し、その変更のために需要家によりタッチされ
るボタンである。例えば、入力部０１１２（ａ）が需要家による全優先度変更ボタン０４
０３のタッチ（第１操作）に応じて要請情報（第１要請情報）を演算装置０１００へ送信
すると、演算装置０１００は、当該需要家設備０１２０内で前回の電力需要調整制御の制
御対象となった全ての設備機器０１０８の優先度を低く変更する。この処理を含む制御変
更処理については後述する。これにより、以降の演算装置０１００による電力需要調整制
御において当該需要家設備０１２０内で制御対象となり得る全ての設備機器０１０８が制
御対象として選択されにくくなる。
【００３６】
　入力部０１１２（ａ）は、親機モニタ画面０４０１に全優先度変更ボタン０４０３を常
時表示し、全優先度変更ボタン０４０３の入力を受け付ける。制御部０１０７は、電力需
要調整制御の実行を入力部０１１２（ａ）へ通知する。入力部０１１２（ａ）は、電力需
要調整制御の実行中、親機モニタ画面０４０１に全制御解除ボタン０４０２を表示し、全
制御解除ボタン０４０２の入力を受け付ける。なお、入力部０１１２（ａ）は、電力需要
調整制御の開始から電力需要調整制御の終了後の一定期間が経過するまで、親機モニタ画
面０４０１に全優先度変更ボタン０４０３を表示しても良い。
【００３７】
　図５は、子機による表示の一例を示す。
【００３８】
　ここでは、入力部０１１２（ｂ）が洗濯機に組み込まれている場合について説明する。
入力部０１１２（ｂ）は、子機モニタ画面０４０４を表示する。子機モニタ画面０４０４
は、個別制御解除ボタン０４０５と、個別優先度変更ボタン０４０６とを有する。個別制
御解除ボタン０４０５は、当該設備機器０１０８に対して実行中の制御の解除を受け付け
ることを示し、その制御を解除のために需要家によりタッチされるボタンである。例えば
、当該洗濯機が電力需要調整制御により停止されているとき、入力部０１１２（ｂ）が需
要家による個別制御解除ボタン０４０５のタッチ（第４操作）に応じて要請情報（第４要
請情報）を演算装置０１００へ送信すると、演算装置０１００は、当該洗濯機への停止制
御を解除する。この処理を含む制御変更処理については後述する。これにより、当該洗濯
機は、洗濯機能を再開することができる。個別優先度変更ボタン０４０６は、以降の演算
装置０１００による電力需要調整制御における制御対象の選択において、当該設備機器０
１０８の優先度を低く変更することを受け付けることを示し、その変更のために需要家に
よりタッチされるボタンである。例えば、当該洗濯機が電力需要調整制御により停止され
ているとき、或いはその電力需要調整制御の終了後に、入力部０１１２（ｂ）が需要家に
よる個別優先度変更ボタン０４０６のタッチ（第３操作）に応じて要請情報（第３要請情
報）を演算装置０１００へ送信すると、演算装置０１００は、前回の電力需要調整制御の
制御対象となった当該洗濯機の優先度を低く変更する。この処理を含む制御変更処理につ
いては後述する。これにより、以降の演算装置０１００による電力需要調整制御において
当該洗濯機が制御対象として選択されにくくなる。
【００３９】
　入力部０１１２（ｂ）は、子機モニタ画面０４０４に個別優先度変更ボタン０４０６を
常時表示し、個別優先度変更ボタン０４０６の入力を受け付ける。設備機器０１０８（ａ
）は、設備機器０１０８（ａ）の電力需要調整制御の実行を入力部０１１２（ｂ）へ通知
する。入力部０１１２（ｂ）は、電力需要調整制御の実行中、子機モニタ画面０４０４に
個別制御解除ボタン０４０５を表示し、個別制御解除ボタン０４０５の入力を受け付ける
。なお、入力部０１１２（ｂ）は、設備機器０１０８（ａ）の電力需要調整制御の開始か
ら電力需要調整制御の終了後の一定期間が経過するまで、子機モニタ画面０４０４に個別
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優先度変更ボタン０４０６を表示しても良い。
【００４０】
　入力部０１１２によれば、需要家の操作に応じて、最新の電力需要調整制御の制御対象
となった設備機器０１０８の優先度を減少させる要請をいつでも送信することができる。
更に、電力需要調整制御の実行中、需要家の操作に応じて、実行中の電力需要調整制御を
解除する要請を送信することができる。また、需要家は入力部０１１２（ａ）を操作する
ことにより、電力需要調整制御の制御対象となった複数の設備機器０１０８についての要
請を送信することができ、入力部０１１２（ｂ）を操作することにより、入力部０１１２
（ｂ）に対応する設備機器０１０８についての要請を送信することができる。
【００４１】
　図６は、要請情報の一例である。
【００４２】
　要請情報は、項目として、番号０５０１、日付０５０２、曜日０５０３、時間帯０５０
４、需要家ＩＤ０５０５、機器ＩＤ０５０６、要請種別０５０７を有する。番号０５０１
は、当該要請情報内のレコードの番号であり、１からの通し番号である。日付０５０２、
曜日０５０３、時間帯０５０４は、入力部０１１２が需要家からの入力を受け付けた時刻
を示す。需要家ＩＤ０５０５は、入力部０１１２が設置されている需要家設備０１２０に
おける需要家のＩＤである。
【００４３】
　機器ＩＤ０５０６は、実行中の制御の解除や優先度の変更の要請対象の設備機器０１０
８のＩＤである。なお、要請対象が、制御実行中の全ての設備機器０１０８や、制御対象
となり得る全ての設備機器０１０８というような、需要家設備０１２０内の複数の設備機
器０１０８である場合、機器ＩＤ０５０６はブランクになる。すなわち、需要家が親機モ
ニタ画面０４０１内のボタンをタッチした場合である。
【００４４】
　要請種別０５０７は、入力部０１１２において需要家により選択されたボタンの機能を
示す値である。本実施例においては、設備機器０１０８に対して実行中の制御を解除する
ための解除要請である場合、要請種別０５０７の値は「１」である。次回の電力需要調整
制御における制御対象の選択における優先度を変更するための優先度変更要請である場合
、要請種別０５０７の値は「２」である。つまり、全制御解除ボタン０４０２がタッチさ
れた場合の要請情報において、機器ＩＤ０５０６はブランクであり、要請種別０５０７の
値は１である。全優先度変更ボタン０４０３がタッチされた場合の要請情報において、機
器ＩＤ０５０６はブランクであり、要請種別０５０７の値は２である。個別制御解除ボタ
ン０４０５がタッチされた場合の要請情報において、機器ＩＤ０５０６の値がセットされ
ており、要請種別０５０７の値は１である。個別優先度変更ボタン０４０６がタッチされ
た場合の要請情報において、機器ＩＤ０５０６の値がセットされており、要請種別０５０
７の値は２である。
【００４５】
　なお、要請情報は、何れかの項目を有していなくても良い。例えば、要請情報は、需要
家ＩＤだけを有していても良い。
【００４６】
　ここでは、演算装置０１００における優先度変更部０１１３について説明する。
【００４７】
　優先度変更部０１１３は、需要家設備０１２０からの要請情報に対応する優先度データ
ベース０１０４内のレコードを特定し、そのレコードの優先度０２０７を低く変更する。
以下、優先度変更部０１１３による優先度変更処理について説明する。
【００４８】
　図７は、優先度変更処理を示す。
【００４９】
　優先度変更部０１１３は、優先度変更処理を繰り返し実行する。
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【００５０】
　Ｓ０６０１にて、優先度変更部０１１３は、入力部０１１２からの要請情報の受信を確
認する。
【００５１】
　Ｓ０６０２にて、優先度変更部０１１３は、要請情報を受信したか否かを判定する。要
請情報を受信していないと判定された場合、優先度変更部０１１３は、処理をＳ０６０１
へ戻す。一方、要請情報を受信したと判定された場合、優先度変更部０１１３は、処理を
Ｓ０６０３へ進める。
【００５２】
　Ｓ０６０３にて、優先度変更部０１１３は、受信された要請情報の内容を認識する。す
なわち、優先度変更部０１１３は、受信された要請情報内の、日付０５０２、曜日０５０
３、時間帯０５０４、需要家ＩＤ０５０５、機器ＩＤ０５０６、要請種別０５０７の内容
を認識する。
【００５３】
　Ｓ０６０４にて、優先度変更部０１１３は、受信された要請情報に対応する実績データ
ベース０１０６のレコードを実績レコードとして特定する。ここで優先度変更部０１１３
は、認識された要請情報の特定の項目を、実績データベース０１０６の特定の項目と照合
する。例えば、要請情報が全制御解除ボタン０４０２の入力を示す場合、優先度変更部０
１１３は、実績データベース０１０６内のレコードの日付０３０２、曜日０３０３、時間
帯０３０４、需要家ＩＤ０３０５が要請情報の内容と一致するレコードの全てを実績レコ
ードとして特定する。要請情報が全優先度変更ボタン０４０３の入力を示す場合、優先度
変更部０１１３は、実績データベース０１０６内のレコードの需要家ＩＤ０３０５が要請
情報の内容と一致するレコードの全てを抽出し、抽出されたレコードの中で日付０３０２
が最新のレコードを実績レコードとして特定する。なお、この場合、優先度変更部０１１
３は、実績データベース０１０６内のレコードの曜日０３０３、時間帯０３０４、需要家
ＩＤ０３０５が要請情報の内容と一致するレコードの全てを抽出し、抽出されたレコード
の中で日付０３０２が最新のレコードを実績レコードとして特定しても良い。要請情報が
個別制御解除ボタン０４０５の入力を示す場合、優先度変更部０１１３は、実績データベ
ース０１０６から、日付０３０２、曜日０３０３、時間帯０３０４、需要家ＩＤ０３０５
、機器ＩＤ０３０６が要請情報の内容と一致するレコードの全てを実績レコードとして特
定する。要請情報が個別優先度変更ボタン０４０６の入力を示す場合、優先度変更部０１
１３は、実績データベース０１０６から、需要家ＩＤ０３０５、機器ＩＤ０３０６が要請
情報の内容と一致するレコードの全てを抽出し、抽出されたレコードの中で日付０３０２
が最新のレコードを実績レコードとして特定する。なお、この場合、優先度変更部０１１
３は、実績データベース０１０６から、曜日０３０３、時間帯０３０４、需要家ＩＤ０３
０５、機器ＩＤ０３０６が要請情報の内容と一致するレコードの全てを抽出し、抽出され
たレコードの中で日付０３０２が最新のレコードを実績レコードとして特定しても良い。
【００５４】
　Ｓ０６０５にて、優先度変更部０１１３は、優先度データベース０１０４の中から需要
家ＩＤ０２０２、機器ＩＤ０２０３、曜日０２０５、時間帯０２０６が、実績レコードの
需要家ＩＤ０３０５、機器ＩＤ０３０６、曜日０３０３、時間帯０３０４に一致するレコ
ードを特定する。その後、優先度変更部０１１３は、特定された優先度データベース０１
０４のレコードの優先度０２０７を低く変更する。例えば、優先度変更部０１１３は、特
定された優先度データベース０１０４のレコードの優先度０２０７を１に変更する。なお
、優先度変更部０１１３は、優先度の値の範囲内で、特定された優先度データベース０１
０４のレコードの優先度０２０７から所定値を減じても良い。
【００５５】
　Ｓ０６０６にて、優先度変更部０１１３は、受信された要請情報が解除要請を示すか否
かを判定する。すなわち、要請情報が全制御解除ボタン０４０２又は個別制御解除ボタン
０４０５の入力を示す場合、優先度変更部０１１３は、要請情報が解除要請を示すと判定
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し（Ｓ０６０６：Ｙ）、処理をＳ０６０７へ進める。一方、要請情報が全優先度変更ボタ
ン０４０３又は個別優先度変更ボタン０４０６の入力を示す場合、優先度変更部０１１３
は、要請情報が解除要請を示さないと判定し（Ｓ０６０６：Ｎ）、このフローを終了する
。
【００５６】
　Ｓ０６０７にて、優先度変更部０１１３は、実績レコードの日付０３０２、曜日０３０
３、時間帯０３０４、需要家ＩＤ０３０５、機器ＩＤ０３０６、制御内容０３０７の情報
を、指令出力部０１０５へ通知し、このフローを終了する。このとき、指令出力部０１０
５は、優先度変更部０１１３からの需要家ＩＤ、機器ＩＤにより設備機器０１０８を特定
し、特定された設備機器０１０８の制御を解除する制御指令をネットワーク経由で制御部
０１０７へ送信する。この制御指令を受信した制御部０１０７は、当該設備機器０１０８
の制御を解除する。
【００５７】
　以上が優先度変更処理である。なお、優先度変更処理において、優先度変更部０１１３
は、Ｓ０６０４の後にＳ０６０５を実行する代わりに、Ｓ０６０６が否であると判定され
た場合（Ｓ０６０６：Ｎ）にＳ０６０５の処理を実行しても良い。また、優先度変更部０
１１３は、受信した要請情報が、需要家ＩＤを含み、その需要家に対する需要調整制御の
実行中である場合、その要請情報が解除要請を示すと判定しても良い。
【００５８】
　優先度データベース０１０４が需要家ＩＤと機器ＩＤと優先度とを対応付けて格納し、
実績データベース０１０６が制御対象の需要家ＩＤ及び機器ＩＤを格納し、要請情報が需
要家ＩＤを含むことにより、優先度変更部０１１３は、制御対象の設備機器０１０８の優
先度を特定することができる。また、優先度データベース０１０４が需要家ＩＤと機器Ｉ
Ｄと時間帯と優先度とを対応付けて格納し、実績データベース０１０６が制御指令の時間
帯と制御対象の需要家ＩＤ及び機器ＩＤとを対応付けて格納することにより、優先度変更
部０１１３は、制御対象の設備機器０１０８の制御指令の時間帯の優先度を特定すること
ができる。また、優先度変更部０１１３は、実績データベース０１０６に格納された制御
指令の中から制御対象の最新の制御指令を選択することにより、需要家が時間帯を指定す
ることなく簡単な操作で、最新の制御指令の時間帯の優先度を減少させることができる。
【００５９】
　優先度変更処理によれば、需要家の操作に応じた設備機器０１０８を特定し、特定され
た設備機器０１０８の優先度を減少させることができる。また、需要家の操作が解除要請
を示す場合、その操作に応じた設備機器０１０８を特定し、特定された設備機器０１０８
の需要調整制御を解除することができる。
【００６０】
　ここでは、演算装置０１００におけるタイマ部０１１４について説明する。
【００６１】
　タイマ部０１１４は、優先度データベース０１０４の優先度０２０７が低く変更された
場合、一定時間経過後にその優先度の値を増加させ、優先度を元の値に戻す、又は、優先
度を元の値に所定数だけ近づける。タイマ部０１１４により、優先度が減少したままにな
ることを防ぐことができる。また、優先度の値を当該需要家の生活スタイルの変化に対応
させることが可能となる。
【００６２】
　本実施例によれば、電力需要調整制御により需要家が不快を感じたとき、一度の操作で
需要家設備０１２０内の複数の設備機器０１０８の優先度を変更することができ、需要家
の優先度変更の手間を低減できる。
【００６３】
　なお、本発明は上記した実施例に限定されるものではなく、様々な変形例が含まれる。
上記した実施例は本発明を分かりやすく説明するために詳細に説明したものであり、本発
明は必ずしも説明した全ての構成を備えるものに限定されない。
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【００６４】
　以上の実施例で説明された技術は、次のように表現することもできる。
（表現１）
　供給設備から供給される資源を消費する複数の消費機器の夫々の優先度を示す優先度情
報を記憶する記憶部と、
　前記複数の消費機器による前記資源の消費量の計測結果を示す計測情報を受信し、前記
計測情報に基づいて前記資源の需要の調整量を算出し、前記調整量及び前記優先度情報に
基づいて、前記複数の消費機器の中から、前記資源の消費量を削減する需要調整制御の対
象である複数の制御対象機器を選択し、前記需要調整制御を指示する第１制御指令を、前
記複数の制御対象機器を含む需要家設備へ送信し、前記第１制御指令を示す実績情報を前
記記憶部へ保存する演算部と、
　前記需要家設備に設けられ、前記第１制御指令を受信し、前記第１制御指令に基づいて
前記需要調整制御を実行する制御部と、
　前記需要家設備に設けられ、需要家による第１操作を受け付け、前記第１操作に応じて
、前記複数の制御対象機器の優先度の変更を要請するための第１要請情報を前記演算部へ
送信する入力部と、
を備え、
　前記演算部は、前記第１要請情報を受信した場合、前記第１要請情報及び前記実績情報
に基づいて前記複数の制御対象機器を特定し、前記優先度情報における前記複数の制御対
象機器の優先度を変更する、
需要調整システム。
（表現２）
　前記演算部は、前記複数の消費機器の中から前記優先度が高い順に前記複数の制御対象
機器を選択し、前記第１要請情報を受信した場合、前記優先度情報における前記複数の制
御対象機器の優先度を減少させる、
表現１に記載の需要調整システム。
（表現３）
　前記入力部は、前記需要家による第２操作を受け付け、前記第２操作に応じて、前記需
要調整制御の解除を要請するための第２要請情報を前記演算部へ送信し、
　前記演算部は、前記第２要請情報を受信した場合、前記第２要請情報及び前記実績情報
に基づいて前記複数の制御対象機器を特定し、前記需要調整制御の解除を示す第２制御指
令を前記制御部へ送信し、
　前記制御部は、前記第２制御指令を受信し、前記第２制御指令に基づいて前記需要調整
制御を解除する、
表現２に記載の需要調整システム。
（表現４）
　前記入力部は、前記第１入力を受け付けることを表示し、前記第１入力に応じて前記第
１要請情報を前記演算部へ送信し、
　前記制御部は、前記需要調整制御の実行を前記入力部へ通知し、
　前記需要調整制御の実行中、前記入力部は、前記第２入力を受け付けることを表示し、
前記第２入力に応じて前記第２要請情報を前記演算部へ送信する、
表現３に記載の需要調整システム。
（表現５）
　前記演算部は、前記優先度情報における前記複数の制御対象機器の優先度を減少させて
から所定時間が経過した場合、前記優先度情報における前記複数の制御対象機器の優先度
を増加させる、
表現４に記載の需要調整システム。
（表現６）
　前記優先度情報は、前記需要家の識別情報と前記複数の制御対象機器の夫々の識別情報
と前記複数の制御対象機器の夫々の優先度との対応付けを含み、
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　前記実績情報は、前記需要家の識別情報と前記複数の制御対象機器の識別情報と前記第
１制御指令との対応付けを含み、
　前記第１要請情報は、前記需要家の識別情報を含み、
　前記演算部は、前記第１要請情報及び前記実績情報に基づいて前記複数の制御対象機器
を特定し、前記優先度情報における前記複数の制御対象機器の優先度を変更する、
表現５に記載の需要調整システム。
（表現７）
　前記優先度情報は、時間帯毎の優先度を含み、
　前記実績情報は、前記第１制御指令の時刻を示す情報を含み、
　前記演算部は、前記第１要請情報及び前記実績情報に基づいて前記複数の制御対象機器
と前記第１制御指令の時間帯とを特定し、前記優先度情報における前記複数の制御対象機
器の前記特定された時間帯の優先度を変更する、
表現６に記載の需要調整システム。
（表現８）
　前記演算部は、前記第１要請情報に基づいて前記需要家を特定し、前記実績情報に基づ
いて前記需要家に対する最新の制御指令を選択し、前記選択された制御指令の対象の消費
機器と前記選択された制御指令の時間帯とを認識し、前記優先度情報における前記認識さ
れた消費機器の前記認識された時間帯の優先度を変更する、
表現７に記載の需要調整システム。
（表現９）
　前記需要家設備に設けられ、前記複数の制御対象機器の一つである特定機器に予め対応
付けられており、前記需要家による第３操作を受け付け、前記第３操作に応じて、前記特
定機器の優先度の変更を要請するための第３要請情報を前記演算部へ送信する特定機器入
力部を更に備え、
　前記演算部は、前記第３要請情報を受信した場合、前記第３要請情報及び前記実績情報
に基づいて前記特定機器を特定し、前記優先度情報における前記特定機器の優先度を変更
する、
表現８に記載の需要調整システム。
（表現１０）
　前記特定機器入力部は、前記需要家による第４操作を受け付け、前記第４操作に応じて
、前記特定機器の需要調整制御の解除を要請するための第４要請情報を前記演算部へ送信
し、
　前記演算部は、前記第４要請情報を受信した場合、前記第４要請情報及び前記実績情報
に基づいて前記特定機器を特定し、前記特定機器の需要調整制御の解除を示す第３制御指
令を前記制御部へ送信し、
　前記制御部は、前記第３制御指令を受信し、前記第３制御指令に基づいて前記特定機器
の需要調整制御を解除する、
表現９に記載の需要調整システム。
（表現１１）
　前記資源は電力である、
表現１乃至１０の何れか一項に記載の需要調整システム。
（表現１２）
　供給設備から供給される資源を消費する複数の消費機器の夫々の優先度を示す優先度情
報を記憶する記憶部と、
　前記複数の消費機器による前記資源の消費量の計測結果を示す計測情報を受信し、前記
計測情報に基づいて前記資源の需要の調整量を算出し、前記調整量及び前記優先度情報に
基づいて、前記複数の消費機器の中から、前記資源の消費量を削減する需要調整制御の対
象である複数の制御対象機器を選択し、前記需要調整制御を指示する第１制御指令を、前
記複数の制御対象機器を含む需要家設備へ送信し、前記第１制御指令を示す実績情報を前
記記憶部へ保存する演算部と、
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　前記演算部は、前記需要家設備から前記複数の制御対象機器の優先度の変更を要請する
ための第１要請情報を受信した場合、前記第１要請情報及び前記実績情報に基づいて前記
複数の制御対象機器を特定し、前記優先度情報における前記複数の制御対象機器の優先度
を変更する、
需要調整装置。
（表現１３）
　供給設備から供給される資源を消費する複数の消費機器の夫々の優先度を示す優先度情
報を記憶し、前記複数の消費機器による前記資源の消費量の計測結果を示す計測情報を受
信し、前記計測情報に基づいて前記資源の需要の調整量を算出し、前記調整量及び前記優
先度情報に基づいて、前記複数の消費機器の中から、前記資源の消費量を削減する需要調
整制御の対象である複数の制御対象機器を選択し、前記需要調整制御を指示する第１制御
指令を、前記複数の制御対象機器を含む需要家設備へ送信し、前記第１制御指令を示す実
績情報を記憶する需要調整装置から、前記第１制御指令を受信し、前記第１制御指令に基
づいて前記複数の制御対象機器の前記需要調整制御を実行する制御部と、
　需要家による第１操作を受け付け、前記第１操作に応じて、前記複数の制御対象機器の
優先度の変更を要請するための第１要請情報を前記演算部へ送信する入力部と、
を備え、
　前記演算装置は、前記第１要請情報を受信した場合、前記第１要請情報及び前記実績情
報に基づいて前記複数の制御対象機器を特定し、前記優先度情報における前記複数の制御
対象機器の優先度を変更する、
消費機器管理装置。
【００６５】
　以上の表現における用語について説明する。供給設備は、電力系統や電力設備０１１０
や電力線０１０９等に対応する。資源は、電力、ガス、水等に対応する。消費機器は、設
備機器０１０８等に対応する。記憶部は、優先度データベース０１０４及び実績データベ
ース０１０６等に対応する。優先度情報は、優先度データベース０１０４等に対応する。
実績情報は、実績データベース０１０６等に対応する。演算部は、起動判定部０１０１、
調整量算出部０１０２、機器選択部０１０３、指令出力部０１０５、タイマ部０１１４等
に対応する。入力部は、入力部０１１２（ａ）等に対応する。特定機器入力部は、入力部
０１１２（ｂ）等に対応する。特定機器は、設備機器０１０８（ａ）等に対応する。需要
家の識別情報は、需要家ＩＤ等に対応する。複数の制御対象機器の夫々の識別情報は、機
器ＩＤ等に対応する。需要調整装置は、演算装置０１００等に対応する。消費機器管理装
置は、制御部０１０７及び入力部０１１２（ａ）等に対応する。
【符号の説明】
【００６６】
　０１００：演算装置、　０１０１：起動判定部、　０１０２：調整量算出部、　０１０
３：機器選択部、　０１０４：優先度データベース、　０１０５：指令出力部、　０１０
６：実績データベース、　０１０７：制御部、　０１０８：設備機器、　０１０９：電力
線、　０１１０：電力設備、　０１１１：計測装置、　０１１２：入力部、　０１１３：
優先度変更部、　０１１４：タイマ部、　０１２０：需要家設備、　０４０１：親機モニ
タ画面、　０４０２：全制御解除ボタン、　０４０３：全優先度変更ボタン、　０４０４
：子機モニタ画面、　０４０５：個別制御解除ボタン、　０４０６：個別優先度変更ボタ
ン
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